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10月11日から10月20日までの10日間「全
国地域安全運動」が開催されます。

10月11日は
「安全安心なまちづくりの日」
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千厩市民センター主管のせんまや里
山塾「郷土の歴史を学ぶ」コースは、
これまで3回の講座を開催。千厩の地名
などの由来を学びました。
講師の小野寺敏男さん、柴田律夫さ

ん、村上光一さんの3人がそれぞれ講話
をしました。
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運動の重点

また、自宅や車両の鍵かけをして、自
分の財産、命を守りましょう。

子どもや女性に対する声かけやつきまと
いなど、重大犯罪の予兆とみられる事案
が発生しています。登下校時間の見守り
活動にご協力をお願いします。

「千厩の地名」などを学ぶ「せんまや里山塾」
延べ36人の受講者は、講座とともに

ゆかりの場所などを見学して回り、千
厩の地名や産業の変せん、著名な人物
などについて理解を深めました。
特に受講者は昭和初期の千厩の地図

に注目。今と違う風景を思い出し、当
時を懐かしんでいました。
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『障子の張替えのコツ』を教えます！

【第1回目に必要な物】
・障子（張替え実技用、
大きさは自由）・筆記用
具（障子の持込みが出来
ない方は市民センターで
準備します。申込み時に
お話ください。）

動きやすい服装でご参加ください

・子どもと
女性の犯罪
被害防止

・特殊詐欺
の被害防止

・鍵かけの
励行

日 時

講 師
人 数

会 場

１回目10月21日（木）

２回目10月28日（木）

9：30～11：30

佐々木表具店 佐々木 和廣さん

先着10人程度

千厩市民センター 大会議室

9：30～11：30
受付開始 10月1日（金）～

お申込締切 10月14日（木）

お申込み：千厩市民センター ℡ 52-2309

※ 新型コロナウイルス感染状況により、中止とな
ることもあります。
※ 講座の様子の写真など、市民センターのホーム

ページや広報に掲載することがあります。あらか
じめご了承ください。

定員になり次第、受付け終了となります

【第2回目に必要な物】
・ハケ・カッター・定
規（30㎝以上）
・障子紙
購入される方は、1回目
の説明を聞いてからご
購入ください

第1回
【剝がし方のコツ】

実技

第2回
【張り方のコツ】

実技

主催：千厩市民センター

参加料無料

千厩長生会連合会は15日、恒例
の奉仕活動を実施。千厩保育園と
千厩市民センターの環境整備作業
に34人が参加しました。
千厩保育園では園児の元気なあ

いさつを受けて、植木のせん定な
どを行い約１時間半で終了しまし
た。

長生会奉仕活動

長生会連合会の皆さま、ありが
とうございました。

環境整備で地域貢献

1947年生まれ。元千厩公民館長。
磐清水字祭田。

小野寺敏男

1948年生まれ。千厩地名発祥の
地保存会長。千厩字東小田。

柴田律夫

1954年生まれ。東磐史学会事務
局長。千厩字上木六。
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